
 防犯設備士 は
「防犯のプロフェッショナル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　
2021 年度からは新たに学割制度を設け、一般の半額で受講・受験できるようになったので、是非ご検討
をお願いします。（一般価格：44,000 円　→　学割適用価格：22,000 円）

・侵入警報設備　・防犯カメラ
・出入管理設備　・不正持出し監視設備
・防犯性能の高い建物部品（CP建物部品）など

防犯設備

侵入窃盗への対応が主ですが、
その他の犯罪へも最新の知識を
もって対応します。
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【防犯設備士資格者が多い主な業種】

電気工事業

流通業

メーカー（セキュリティ関係）

施工業（防犯カメラ等）

ビル管理業

警備会社

テストセンターの使用は、（株）CBT-Solutions のご協力をいただいています。
テストセンターの詳細は、下記の URL を参照してください。
   　https://cbt-s.com/testcenter/ 2021.4

問合せ先：03-3431-7301
URL：https://www.ssaj.or.jp/

公益社団法人 日本防犯設備協会

学割開始

（半額）

　防犯設備士は、防犯設備に関する知識・技能を有する専門家として当協会が認定
する資格で、１９９２年より現在までに、約３０，０００人の方が、資格を取得し、「防
犯のプロフェッショナル」として、警察、自治体や各地域の防犯設備士関連の地域協
会と連携し、地域の防犯対策や安全安心まちづくりなどに活躍しています。
　また最近では、防犯カメラ等の防犯設備を調達する際に自治体の入札仕様書に、「施
工・調整や保守点検については、防犯設備士の有資格者が行うこと」ということが
記載されることもあり、防犯設備士の役割がますます重要になってきています。

　この資格は、営業活動、防犯設備の開発・設計、施工・維持管理などに有効な資格で、社員教育の一環と
して防犯設備士の受講・受験を推奨している企業がたくさんあります。

　受講は、講習動画をオンライン配信、受験は全国 47 都道府県のテストセンターを各自が都合に合わせて予
約する方式になりました。新型コロナウイルスへの感染対策となりますし、時間と場所の制約がなくなり、受験
者の利便性が大きく改善されました。
　　　　　　ＩＴ化に関する詳しい説明は、裏をご覧ください。

学生が防犯設備士の資格取得を行うことで就職活動において有利です。

【2021年度から受講・受験がＩＴ化】


